
制度改正資料（介護保険関係分） 

 

１ 介護保険施設・ショートステイにおける基準費用額（居住費・滞在費）及び

負担限度額（居住費・滞在費）の変更について 

 ⑴ 利用者負担段階の対象者の条件が変わります 

利用者負担段階 変更前 変更後 

第２段階 

年金収入額＋合計所得

金額が 80万円以下 

年金収入額＋合計所得

金額が 80 万 9,000 円

以下 

第３段階① 

年金収入額＋合計所得

金額が 80 万円超 120

万円以下 

年金収入額＋合計所得

金額が 80 万 9,000 円

超 120万円以下 

 ⑵ 介護老人保健施設・介護医療院における居住費のうち多床室の基準費用

額が変わります（裏面を参照） 

居住費 変更前（基準費用額） 変更後（基準費用額） 

老健・医療院（多床室） 
437円／日 

（1.3万円／月） 

（室料を徴収する場合） 

697円／日 

（2.1万円／月） 

（室料を徴収しない場合） 

437円／日 

（1.3万円／月） 

  ※ 上記以外は、変更ありません。 

 

２ 介護保険システムの入替えに伴い、介護保険関係書類の様式が変わります。 

  令和８年１月から、市の介護保険システムの入替えに伴い、出力される介護

保険関係書類の様式が変わります。ただし、見た目が変わるだけで、当該書類

の効果が変わる訳ではありません。 

 

３ 軽度者に対する福祉用具貸与の取扱いについて（リマインド） 

４ 要介護認定有効期間のおおむね半数を超える短期入所サービスの利用につ

いて（リマインド） 

  要介護１以下で特殊寝台などをレンタルする場合、ショートステイの利用

日数が要介護認定有効期間のおおむね半数を超える見込みの場合、本市のホ

ームページにおける該当ページを確認のうえ、所定の手続きをお願いします。

（別紙参照） 
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